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Abstract 
School dramas in Japan originated with Kuniyoshi Obara in the Taisho period, and they were performed at 
Seijo Elementary School. This study examines the musical developments related to drama at that elementary 
school from the later years of the Taisho period to the early Showa era. From an examination of school records, 
it is evident that many songs were used in Seijo Elementary School’s drama productions. Most of those songs 
were original compositions by music specialists, such as Tadashi Yanada and Toshiaki Okamoto, who taught 
music at the school. Some established songs were also used, for example, Jinjo Shogaku Shoka and Doyo. An 
analysis of the music reveals that the newly written songs were considered appropriate range and tonality 
because musical specialists composed. Those new songs also employed the Japanese musical scale. However, it 
was the playwrights who decided where to use music in their plays, and they wrote the lyrics. Thus, the 
composers were unable to create their works just as they wanted. The use of music in a play depends upon the 
style of the drama. Some dramas use songs in which the lyrics express the thoughts and feelings of the 




























【製作者】脚本：照井猪一郎，作曲：吉原規（大正 12 年 3 月掲載） 




表 1 「首途の前」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 
前奏曲 2/2 G dur      
1 2/2 G dur その他（44 小節） 1 点ニ 2 点ホ 合唱，独唱（犬，猿，雉） 前奏 2 小節，合唱部分は 3 と同じ旋律 
2 4/4 g moll 一部形式（8 小節） 1 点ニ 2 点変ホ 独唱（犬）  
3 2/2 G dur その他（24 小節） 1 点ニ 2 点ホ 独唱（馬）  
4 4/4 g moll 一部形式（8 小節） 1 点ニ 2 点変ホ 独唱（馬） 2 と同じ旋律 
5 2/2 G dur その他（24 小節） 1 点ニ 2 点ホ 独唱（猫） 3 と同じ旋律 
6 4/4 g moll 一部形式（8 小節） 1 点ニ 2 点変ホ 独唱（馬） 2 と同じ旋律 
7 2/2 G dur その他（20 小節） 1 点ニ 2 点ホ 独唱（猫） 前奏 2 小節，後奏 1 小節 
8 2/2 G dur その他（28 小節） 1 点ニ 2 点ホ 独唱，合唱 
（猫，馬，犬，猿，雉） 
3 の旋律で独唱し 
最後の合唱は 1 の最後 4 小節 
 
劇のなかには，それぞれの動物による独唱が組み込まれており，台詞が歌になっている部分が多くみら

















 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 






【製作者】脚本：照井猪一郎，作曲：加藤げん（大正 13 年 3 月掲載） 




表 3 「こぶとり」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 リズム 形態 備考 
1 2/4 D dur（七抜き） 三部形式（24 小節） 1 点ニ 2 点ニ ピョンコリズム 合唱  
2 2/4 F dur（四七抜き） 二部形式（16 小節） 1 点ハ 2 点ニ  独唱（青鬼）  
3 2/4 c moll 二部形式（16 小節） 1 点ハ 2 点ニ  合唱（鬼たち）  
4 2/4 F dur（七抜き） 三部形式（32 小節） 1 点ハ 2 点ニ  合唱  
5 3/4 C dur（七抜き） 三部形式（24 小節） 1 点ハ 2 点ハ  合唱  
6 2/4 C dur（四七抜き） 二部形式（32 小節） 1 点ハ 2 点ハ ピョンコ止め 合唱（鬼）  
7 3/4 C dur（七抜き） 三部形式（24 小節） 1 点ハ 2 点ハ  合唱 5 とほぼ同じ旋律 
 















表 4 第一．村人の合唱の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 
1 2/2 C dur（七抜き） 三部形式（24 小節） 1 点ハ 2 点ニ 合唱（村人） 前奏 4 小節，後奏 2 小節 
 
2-5.「春」5) 
【製作者】脚本：畑東一郎，作曲：不明（昭和 6 年 5 月掲載） 




表 5 「春」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 




D dur（四七抜き） 一部形式（14 小節×2 番） 
小結尾部（2 小節） 
1 点ニ 2 点ホ 合唱  
おにごっこ 2/4 G dur 二部形式（16 小節）   踊りの曲 歌詞なし 




























表 7 「廻り燈籠」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 
廻り燈籠 2/4 G dur（七抜き） 一部形式（8 小節×9 番） 1 点ニ 1 点ロ 合唱（合唱団） 間奏（8 小節） 
 
2-7.「まはうのおもちゃばこ」―尋一の唱歌劇―7) 





表 8 「まはうのおもちゃばこ」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 
おきやがりこぼし 2/4 F dur（四七抜き） 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ヘ 2 点ニ 合唱 
人形 4/4 F dur（四七抜き） 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ヘ 2 点ニ 合唱 
かたつむり 2/4 D dur 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ニ 2 点ニ 合唱 
鳩 2/4 F dur（四七抜き） 一部形式（12 小節×2 番） 1 点ヘ 2 点ニ 合唱 
池の鯉 2/4 G dur（四七抜き） 一部形式（12 小節×2 番） 1 点ニ 2 点ニ 合唱 
兎 2/4 D dur 一部形式（16 小節×2 番） 1 点ニ 2 点ニ 合唱 
犬 4/4 D dur（四七抜き） 一部形式（12 小節×2 番） 1 点ニ 2 点ニ 合唱 
 















【製作者】脚本：畑東一郎，作曲：文部省唱歌（昭和 6 年 12 月掲載） 
【登場人物】こおろぎ大勢，案山子，蛇，蛙，男の子 3 人 
【あらすじ】冬がきて死ぬのを恐れているこおろぎを案山子が諭すオリジナルストーリー。 
【音楽的要素】 
表 9 「案山子の言葉」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 
紅葉 4/4 F dur 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ハ 2 点ニ 合唱 
案山子 4/4 F dur 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ハ 2 点ニ 合唱（男の子） 
雨 4/4 D dur 二部形式（16 小節×2 番） 1 点ニ 2 点ニ 合唱 
 












である。3 と 4 も四七抜き音階が使われており，蛍らしく日本的な雰囲気の曲でまとめられている。2，3，
4 は 4 番まで歌詞があり，有節歌曲の形をとっている。 
 
表 10 「蛍」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 
1 2/4 わらべうた調 一部形式（6 小節×2 番） 1 点ヘ 1 点イ 合唱（子供達）  
2 2/4 e moll 二部形式（16 小節×4 番） ロ 2 点ホ 合唱（蛍達）  
3 4/4 G dur（四七抜き） 一部形式（12 小節×4 番） 1 点ニ 1 点ロ 合唱（蛍達）  
4 2/4 D dur（四七抜き） 一部形式（12 小節×4 番） 1 点ハ 2 点ニ 合唱（蛍達） 伴奏付き（前奏 4 小節） 
 
2-10.「漂鳥」10) 






たしている。歌詞が文語であるのが特徴で，「早春賦」と同様に 6/8 拍子の二部形式でできている。 
 
表 11 「漂鳥」の楽曲分析 
 拍子 調性 形式 最低音 最高音 形態 備考 
蜜柑山 （歌詞）ここは紀の国蜜柑山  右も左も蜜柑山  白帆が川を下ります  
早春賦 6/8 Es dur 二部形式 変ロ 2 点変ホ 合唱 吉丸一昌作詞，中田章作曲 
雁 （歌詞）雁雁渡れ  かぎになって渡れ  竿になって渡れ  仲よく渡れ  




『教育問題研究・全人』第 81 号には，昭和 5 年度に成城小学校に加わり 11)，学校劇の作曲に携わって
いた岡本敏明の執筆による「作曲者として学校劇作者に」が掲載されている。岡本は，学校劇において音
楽を取り入れる方法には理想的なものが少ないとし，作曲者として脚本家へ意見を述べている。岡本の意
























にある。歌詞の長さは，「まはり燈籠」の 9 番が最長で，「蛍」では 4 番までの曲が 3 曲ある。初期の作品
は通作歌曲の形で歌詞を付けているものが多くみられたが，時代が進むにつれ，有節歌曲の形をとるもの

















表 12 学校劇の歌の取り扱い 
 掲載年 学年 劇の形態 使用曲数 自由詩風の歌詞あり 
首途の前 大正 12 年 3 月 3,4,5 年位 唱歌劇風 9 ○ 
玩具のお國 大正 12 年 5 月 全学年 音楽劇 4 ○ 
こぶとり 大正 13 年 3 月 1 年 音楽劇 7  
桃太郎出征 昭和 2 年 7 月 不明 唱歌劇風 （11 か所） ○ 
春 昭和 6 年 5 月 1 年 スケッチ劇 4  
まはり燈籠 昭和 6 年 7 月 低学年 影絵芝居 1  
まはうのおもちゃばこ 昭和 6 年 12 月 1 年 尋常小学唱歌劇 7  
案山子の言葉 昭和 6 年 12 月 2 年 尋常小学唱歌劇 3  
蛍 昭和 7 年 7 月 不明 音楽劇 4  
漂鳥 昭和 8 年 2 月 不明 音楽劇 4  
 
3-3. 歌の音楽的要素 
拍子では 2/4 が最も多く，2 拍子系や 4 拍子系が多くを占めている。3 拍子や 6 拍子は少なく，それぞれ








表 13 拍子 
 学年 2/2 2/4 3/4 4/4 6/8 
首途の前 3,4,5 年位 6   3  
玩具のお國 全学年  1    
こぶとり 1 年  5 2   
桃太郎出征 不明 1     
春 1 年 2 2    
まはり燈籠 低学年  1    
まはうのおもちゃばこ 1 年  5  2  
案山子の言葉 2 年    3  
蛍 不明  3  1  
漂鳥 不明     2 
計  9 17 2 9 2 
 
表 14 調性 
 学年 C: G: D: F: Es: e: d: g: c: 陰音階 わらべうた調 日本の音階の使用割合 
首途の前 3,4,5 年位  6      3    0/9 
玩具のお國 全学年          1  1/1 
こぶとり 1 年 3  1 2     1   6/7 
桃太郎出征 不明 1           1/1 
春 1 年 2 1 1         2/4 
まはり燈籠 低学年  1          1/1 
まはうのおもちゃばこ 1 年  1 3 3        5/7 
案山子の言葉 2 年   2 1        0/3 
蛍 不明  1 1   1     1 3/4 
漂鳥 不明     1  1     0/2 
計  6 10 8 6 1 1 1 3 1 1 1 19/39 
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1) 照井猪一郎（1923a）「学校劇―首途の前―」『教育問題研究』第 36 号，pp.107-128。 
2) 照井猪一郎（1923b）「玩具のお國（学校劇）」『教育問題研究』第 38 号，pp.106-125。 
3) 照井猪一郎（1923c）「学校のおしばゐ―こぶとり―」『教育問題研究』第 48 号，pp.103-120。 
4) 内海繁太郎（1927）「桃太郎出征」『教育問題研究』第 88 号，pp.108-115。 
5) 畑東一郎（1931a）「春」『教育問題研究・全人』第 59 号，pp.86-98。 
6) 斎田喬（1931）「まはり燈籠」『教育問題研究・全人』第 61 号，pp.98-102。 
 学年 一部形式 二部形式 三部形式 その他 
首途の前 3,4,5 年位 3   5 
玩具のお國 全学年  1   
こぶとり 1 年  3 4  
桃太郎出征 不明   1  
春 1 年 2 2   
まはり燈籠 低学年 1    
まはうの 
おもちゃばこ 
1 年 4 3   
案山子の言葉 2 年  3   
蛍 不明 3 1   
漂鳥 不明  2   
計  13 15 5 5 
 学年 最低音 最高音 
首途の前 3,4,5 年位 1 点ニ 2 点ホ 
玩具のお國 全学年 1 点ハ 2 点変ホ 
こぶとり 1 年 1 点ハ 2 点ニ 
桃太郎出征 不明 1 点ハ 2 点ニ 
春 1 年 1 点ハ 2 点ホ 
まはり燈籠 低学年 1 点ニ 1 点ロ 
まはうの 
おもちゃばこ 
1 年 1 点ニ 2 点ニ 
案山子の言葉 2 年 1 点ハ 2 点ニ 
蛍 不明 ロ 2 点ホ 
漂鳥 不明 変ロ 2 点変ホ 
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7) 畑東一郎（1931b）「まはうのおもちやばこ」『教育問題研究・全人』第 66 号，pp.72-79。 
8) 畑東一郎（1931c）「案山子の言葉」『教育問題研究・全人』第 66 号，pp.80-93。 
9) 畑東一郎（1932）「蛍」『教育問題研究・全人』第 73 号，pp.113-123。 
10) 佐藤加壽輔（1933）「漂鳥」『教育問題研究・全人』第 80 号，pp.99-115。 
11) 斎田喬（1932）「成城学校劇の歴史」『教育問題研究・全人』第 70 号，p.238。 
12) 山本壽（1917）「児童唱歌について」『学校教育』第 4 巻第 39 号，p.60。 
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